
衛星による海氷アルゴリズムの開発（JAXA 公募研究: NASA との共同研究） 

 

図１は、マイクロ波放射計 SSM/I データから薄氷厚の検出と厚さを導出するアルゴリズム作成の流

れである（Tamura, et al., 2007）。同様なアルゴリズムは分解能が倍の AMSR データについても現在

開発中である。 

 
 

図１：薄氷厚の検出と厚さを導出するアルゴリズム作成の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 SSM/I 薄氷厚アルゴリズムでは、偏波比 PR が氷厚とよい相関があることを利用している。図 2の例

では、AVHRR 表面温度から求めた氷厚（左図）の他に、砕氷船から(左図の黒線が航路)、現場観測氷

厚データも取得してアルゴリズム作成のための基礎データを得ている。Tamura, et al. (2006）より。 

 
図 2：南極ポリニヤでの、AVHRR 表面温度から求めた氷厚(左) と SSM/I の偏波比 PR(右) 



図３は、我々が開発した SSM/I 薄氷厚アルゴリズムと AVHRR 表面温度から求めた氷厚を比較したもの

で、よく合っているのがわかる。また、棚氷（下図の黒で示す）を検知するアルゴリズムも開発され

ている。Tamura, et al. (2007）より。 

 
 

 
図 3：AVHRR 表面温度と SSM/I 薄氷厚アルゴリズムから求めた氷厚の比較 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

リンク 

JAXA地球環境変動観測ミッション（GCOM）公募研究 (H20-H22) 

「海氷薄氷域における氷厚・密接度アルゴリズムの開発・改良」

                        

JAXA陸域観測技術衛星(ALOS)データ利用公募研究 (H19-H21) 

PALSARと現場観測及び他衛星データの組み合わせによる海氷厚アルゴリズムの高精度化
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